
                                                              

第１号議案：令和４年度【2022年度】事業報告 

(令和4年4月1日～令和5年3月31日） 

 

１．支部活動を円滑にするための事業 

・城東支部の集い 令和４年６月２５日(土)    

 新型コロナウィルス感染症の状況を考慮し他支部の来賓はご遠慮いただき、懇親会は開催せ

ず支部総会のみを実開催とした。  

・役員会  第１回  令和４年 ４月 ８日(金曜日)  曳舟文化センター会議室  

第２回  令和４年１０月１７日(月曜日)    同  上 

     第３回  令和４年１２月１３日(火曜日)   同  上 

     第４回  令和５年 ２月１４日(火曜日)   同  上 

 

２．会員相互の交流、親睦を図るための事業 

・城東支部恒例のＪＯＴＯ歩こう会 ・林家時蔵師匠の落語を楽しむ銭湯寄席 

・新年の集い ・女性連絡会城東主催の行事はすべてが中止となった。 

 

   ３．会員への広報活動を推進するための事業 

    ・城東支部の＜今＞を伝えるニュースとして『城東Ｎow』第３号を発行した。 

    ・校友会ホームページの城東支部ブログに支部情報を９回掲載した。 

    

４．支部組織の強化、会費納入会員を拡大するための事業 

    ・地区活動として恒例であった「年忘れ葛飾白山会」は前年に続き中止となった。 

 

   ５．対外組織との交流・情報交換の機会を拡大するための事業 

    ・大学が主催する事業であるホームカミングデーの全国物産展に城東支部は「スカイツリー石

鹸」を提供した。同日開催の校友大会はオンライン開催となった。 

     平和祈念之碑に集う会は本部役員のみの出席となった。 

    ・近隣支部の総会は招待のあった埼玉県東部支部に支部長が参加、甫水会城東支部総会に支部

     長、浅窪、米津の３名が出席した。 

・女性連絡会の諸事業は中止となった。 

 

 ６．学生スポーツ及び文化系活動等の支援 

    ・箱根駅伝、学生相撲選手権、東都大学野球、アイスホッケー、ボクシング、ラグビー等の 

     学生スポーツは有志による応援となった。 

    ・学生への食料支援 Hands to Hands に駄菓子詰め合わせ１４０袋を城東支部として提供した。 

 

 ７．本支部会員で校友会芸能人協会会員でもある林家時蔵師匠（落語家）は恒例の独演会、深川

落語倶楽部を開催。今井杏羽子さん（シャンソン歌手）は第２７回癌征圧チャリティーコン

サートを開催した。野中和代さん、山田真理子さんは俳画展を有楽町で開催した。 


